
その本はそこに    読書案内 49         ～ 愛する建築を目指して ～ 

  大西麻貴＋百田有希/o+h ８stories  ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

                  ■建築家 o+h さんの８つの物語としての建築の本です。巻頭には・・・ 

                 「 私たちにとって建築をつくることは、ひとつの物語をつむいでいく 

                 ことに似ています。素晴らしいファンタジーは、私たちの身近なところ 

                 から出発して、いつの間にか私たちを別の世界へ連れ去ってくれます。 

                 現実との格闘が日常生活の延長を超えていく方法を、さまざまなものを 

                 受け入れる、豊かでおおらかな世界の描き方を、これからも建築を通し 

                 て探していきたいと思います。」 

                                   

                       （左）おおにし・まき 

                       （右）ひゃくだ・ゆうき 
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■私が名古屋の事務所勤務時代に、滋賀県多賀町（彦根市東側）公民館の 

プロポーザルがあり、会社の人と敷地を見に行きました。そのプロポには 

昔務めた、彦根の設計事務所の先輩も、プロポ参加のために来ていました。 

その最優秀案が、建築家 o+h さんとなり、その存在を知りました。 

彦根ＩＣ近く、愛知からもそんなに遠くないので、行ってみてください。 

小さなおうちが集まったようなホールもある公民館で、敷地はそば畑の横。 

敷地視察のときは、見事に一面、そばの花畑でした。 

■三重（県立美術館）にＪＩＡ講演にいらした時に、聞きにいきました。 

東京のオープンな八百屋のようなイメージの事務所の話、詩的なイメージ、 

小説「失われた時を求めて」から生まれた建築、 

被災地のみんなの家での体験・・・。 

質問時間も長く、よい講演会でした。（学生さんも含め 150 名くらい） 

終わったあとも行列＆サイン会・・・。                     ▲多賀公民館 

■目次には文学的なタイトルが並び、巻末には、まず相手の案を受け取ってみてキャッチボールを続けて・・、

誰もが自分のものと思えるような状況をつくること、などが語られています。西沢立衛さんとの対談も。 

おおにし・まきさんは、愛知県生まれ。 

愛知では、久屋大通パークがリニューアルしていますが、その中の１店舗「マザーハウス」は、o+h さん設計の

店舗で、建築模型も店内に展示してありましたので、ぜひ見に行ってみてください！（黒野） 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲失われた時を求めてから生まれた建築         ▲久屋大通パークのマザーハウス 

 

 

 

 

 
 


